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【アブスト】
LAMOST DR8とGaia EDR3のK-type giantを使って、銀河系円盤の5<R<15 kpcでスケールハイト＜３以内のMWの垂直動力学構造を調べた。

【ゴール】
銀河系円盤の垂直動力学構造を探って、MW diskの起源を解明する。

【オリジナリティ】
LAMOST DR8とGaia EDR3を使って、K-type giant（4000K<Teff<4600K with
logg<3.5、 4600K<Teff<5600K with log < 4 、 [Fe/H] > -1 を除く）で銀河系
円盤の調査を行った。
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【コメント】
・化学性質も調べてみたい。
・thick diskとthin diskに分けて調べてみたい。

【主な結果】
図6：inner diskで南側も北側もzの増加につれてVRが大きくなる。outer
diskでは、南側のdiskにはoutflow streamが存在する。
図9：Vbreathの定義
スケールハイトが高いほど大きくなって、anticenterに行くほど小さくなる傾
向がある。
図10：Vbendの定義 通常5km/s以内で、z=3で
消える。
図13：赤い点はσZ、黒い点はσR、青い点はσR /σｚ。 平均的に
はz>0で、 σR /σｚの方がz<0より小さい。
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